
No.１１ 平成 29年度 ｢地域子育て活動支援事業｣ 実施の内容 

団 体 名 １００キロ歩いて海を見よう！実行委員会 

事 業 名 １００キロ歩いて海を見よう！ 

実 施 期 間 平成２９年７月～平成２９年１１月 

事 業 実 績 

 

小学 5 年生から高校生までを対象として、盛岡市から宮古市までを二泊三日で歩くイ

ベントを実施。 

 

（１）実行委員会の開催（いずれも総合福祉センターで開催） 

6/29. 8/30. 9/21. 10/23. 11/13 

（２）参加者の募集 8/17～9/8 

（３）事業説明会・結団式の開催 9/23（アイーナ） 

（４）踏破事業（定員 65人、参加者 35人） 

   10月 7日（土）盛岡市役所前出発 約３５キロを踏破し、静峰苑に宿泊 

   10月 8日（日）約４０キロを踏破し静峰苑に宿泊 

   10月 9日（月）役２５キロを踏破し、浄土ヶ浜にゴール 

（５）反省会クラス会の開催 

   11月 19日（総合福祉センター） 

 

（計画との相違点） 

定員 65人のところ、最終参加者が 35人となった。 

出発式開催予定の盛岡歴史文化館が商工会議所主催のイベントと重なり使用できなく

なったことから、盛岡市役所前に変更した。 

 

実 施 効 果 

自 己 評 価 

 

【実施効果】 

時には克己の気持ちで、時には仲間が励まし支えあって、活動を通じて参加者が、自

他への優しさが得られた。 

親元を離れた非日常生活を班で活動することにより、自らの役割を見出し、行動する

ことが出来、温かいつながりができた。 

復興に励む宮古市の姿を見て、自身も岩手県民の一人として「復興」が自らのことと

して認識してもらえた。 

 

【自己評価】 

・参加者が少なかったが、その分、班を超えた参加者同士の交流が図られた。 

・参加者が互いの触れ合いを通じて、日増しに友情を深めていったことが感じられ、辛

い中にあっても、全てをお膳立てしないことで、参加者の自立につながった。 

・かつての参加者が成人となり、ボランティアスタッフとして事業に携わったことは、

当事業の活動の目的の一つであるボランティア活動を通じた人との関りについて事業の

効果を得たと感じていることから、今後も継続した活動をしたい。 

 

 


